
長崎でご活躍されている女性の先輩方のお話を聞いてみませんか？
ゲストの皆様のこれまでのキャリアストーリーを振り返りながら、
ワークライフバランスの考え方、長崎で働くことのメリット等をお話頂きます。
質問コーナーもご用意しております。

長崎で働く女性の体験談を聞いてみよう

私の
キャリアストーリー

お申込みはこちら▶
PCの方はこちら

木 18:30-20:00
2021.8.26 （オンライン開催）

日 時

長崎市とメットライフ生命は2020年12月に包括連携協定を締結し、「市民の健
康支援」、｢人材育成環境の向上｣、「地域活性化」の実現を目指しています。

■ 主 催

◎お申込み頂いた際の情報は本イベント以外には使用しません。

＊参加には事前申し込みが必要です。

［略 歴］1957年長崎県生まれ。1981年長崎大学医学部卒業後、東京女子医大病院一般外科および聖隷浜松病院外科で研修。1983年より長崎大学医学部付属
病院第一外科、国立小児病院（現：成育医療センター）外科レジデント、長崎大学第一外科講師を経て、2001年以降、健康保険諫早総合病院外科、独立行政法人
国立病院機構長崎医療センター小児外科医長、独立政法人国立病院機構長崎病院外科医長などを歴任。現在は黒崎医院院長として日々の診療や園医・学校
医・警察嘱託医など地域医療を担っている。2001年より国境なき医師団に参加し、外科医としてスリランカ、シリア、ソマリアや東日本大震災被災地等、計11回派
遣され、国際人道援助活動に従事した。

幼少期から最も身近であった職業として、医師を選択しました。ただ、外科医をめざしたこと
で、女性であることを理由に異なる扱いを受けたこともありました。しかし、それが逆にモチ
ベーションになり、また、少数派の方や弱い立場の方の気持ちに寄り添えるようになりました。
資格取得のために長崎県外に出た期間もありましたが、海外での活動を通して、“ＮＡＧＡＳＡ
ＫＩ”出身であることは、被ばくや熱帯医学などの知識、貴重な歴史・文化等、私の強みだと改
めて思いました。多様な人を受け入れる街、長崎であり続けたいという思いが、私の社会活動
につながっていると思います。

長崎市平和推進課 専門官（通訳）、メットライフ生命保険株式会社 カスタマーケア部門、
株式会社NBCソシア 長崎市民会館 館長の3名から、現在までのキャリアストーリー、長崎でのワーク・ライフバランス等についてお話頂きます。

黒崎 伸子 先生
国境なき医師団日本元会長/黒崎医院院長

第一部　スペシャルトーク

第二部　パネルディスカッション

https://onemetlife.webex.com/onemetlife-jp/onstage/g.php?MTID=e4b77e5455fc04329cc2982d82410d3a7

